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平
成
１８
年
（
２
０
０
６
年
）
に

国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
障
害
者

権
利
条
約
で
は
、「
手
話
は
言
語

で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
２５
年
に
鳥

取
県
で
全
国
初
と
な
る
手
話
言
語

条
例
が
制
定
さ
れ
、
越
谷
市
で
も

手
話
言
語
条
例
を
作
り
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

越
谷
市
で
手
話
言
語
条
例
を
策

定
す
る
話
が
出
た
当
時
、「
日
本

手
話
」
と
「
日
本
語
対
応
手
話
」

の
区
別
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
条
文
に
は
、

単
に
手
話
と
明
記
す
る
の
で
は
な

く
、「
日
本
手
話
」
と
明
記
す
る

こ
と
で
、
手
話
は
確
立
し
た
ひ
と

つ
の
言
語
で
あ
る
と
定
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

越
谷
市
手
話
言
語
条
例
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
市

内
の
お
店
を
利
用
し

た
際
に
手
話
で
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
る
機
会
が
増
え
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
多
く

の
人
に
手
話
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

越
谷
市
手
話
理
解

促
進
講
演
会

手
話
に
対
す
る
理
解
お
よ
び

手
話
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
す
べ
て
の
市
民
が
と
も
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
３０
年
度
か
ら
毎
年

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
講
演
会
で
は
、
ボ

ー
カ
ル
＆
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ハ

ン

ド

ス
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

サ

イ

ン

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
」
メ
ン
バ
ー
（
当

に
し
だ
た
か
ひ
と

時
）
の
西
田
隆
人
さ
ん
に
よ
る

講
演
や
越
谷
市
聴
覚
障
害
者
協

会
に
よ
る
手
話
講
習
を
行
い
ま

し
た
。

第
２
回
の
講
演
会
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
み
ん
な
の
手

も
り
た
あ
き
ら

な

話
」
講
師
の
森
田
明
さ
ん
と
那

す
よ
し
こ

須
善
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
観
点
か
ら
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ

版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
話
っ
て
な
に
？

手
話
は
、
手
や
指
の
動
き
、
顔

の
表
情
な
ど
を
使
っ
て
表
現
す
る

言
語
で
す
。
手
話
は
目
で
見
る
言

語
で
あ
り
、
身
ぶ
り
や
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
と
は
違
い
ま
す
。
日
本
語
や

英
語
、
中
国
語
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
、
一
つ
の
言
語
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
を
使
用
す

る
人
が
、
日
本
語
で
物
事
を
認

識
・
理
解
し
、
考
え
て
話
す
の
と

同
じ
よ
う
に
、
手
話
を
第
一
言
語

と
し
て
使
用
す
る
人
は
、
手
話
で

物
事
を
認
識
・
理
解
し
、
考
え
て

話
し
て
い
ま
す
。
手
話
は
、
手
話

を
必
要
と
す
る
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
う
え
で
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

手
話
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る

方
は
、
主
に
耳
が
聞
こ
え
な
い
・

聞
こ
え
に
く
い
方
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
生
ま
れ
つ
き
、
も
し
く
は

子
ど
も
の
こ
ろ
に
耳
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
た
め
、
手
話
で
会
話
し

て
い
る
方
を
「
ろ
う
者
」
と
言
い

ま
す
。

最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
で
の
手
話

通
訳
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

で
も
手
話
を
目
に
す
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
が
日
常
生
活
を
送
る
う

え
で
、
病
院
や
学
校
、
自
治
会
の

活
動
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
、

手
話
と
日
本
語
を
橋
渡
し
し
て
く

れ
る
「
手
話
通
訳
者
」
が
活
躍
す

る
機
会
も
増
え
、
ろ
う
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
が
少
し
ず

つ
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
で
手
話
が
当
た
り
前
の
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
改
め
て
手

話
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

市民への手話の普及や
聴覚障がい者への理解の
促進を図るため、平成３１
年（２０１９年）２月に手話啓
発冊子「手話いいね‼」
を発行しました。「手話
いいね‼」では、日常で
使うあいさつの手話や指
文字などを紹介していま
す。

詳しくは右記の二次元コード
から、「手話いいね‼」をご覧
ください。

平成３０年７月から、広報こしがやお知らせ版に「ちょこ
っと手話」のコーナーを設け、日常生活で使用する簡単な
手話を紹介しています。
過去の内容は、右記の二次元コードから

ユーチューブ
YouTubeの越谷市公式チャンネルをご覧
ください。

皆
さ
ん
は
、「
手
話
」
で
会
話
が
で
き
ま
す
か
。
市
内
に
は
、
耳
が
聞

こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
手
話
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る
方
が

多
く
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
手
話
と
い
う
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
障
害
福
祉
課
（
第
三
庁
舎
１
階
）
�
９
６
３
�
９
１
６
４

越越
谷谷
市市
手手
話話
言言
語語

条条
例例
のの
制制
定定

〜
条
例
へ
の
思
い
と

制
定
後
の
環
境
の
変
化
〜

越谷市聴覚障害者協会
みやした あきのぶ

会長 宮下 昭宣さん

越谷市手話言語条例の概要
目的（第１条）
・手話についての基本理念を定め、市の責
務および市民の役割を明らかにし、手話
に関する施策を推進することで、全ての
市民がともに生きることのできる地域社
会の実現に寄与することを目指します。
基本理念（第２条）
・手話は、日本語と同様に一つの言語とし
て尊重されることを基本理念とします。
市の責務（第３条）
・手話に対する理解および普及を促進します。
・手話を使用しやすい環境を整備するため
に必要な施策を講じます。
市民の役割（第４条）
・基本理念に対する理解を深め、市の推進
する施策に協力するよう努めます。

越越谷谷市市手手話話言言語語条条例例のの制制定定にによよりり始始ままっったた市市のの取取りり組組みみ

手話いいね！！ちょこっと手話

両両
手手
にに
込込
めめ
るる

ああ
なな
たた
のの
思思
いい

越谷生まれ。ろう者。東京都の
足立ろう学校および綾瀬ろう学校
（現在は合併して葛飾ろう学校）
に通い、手話を獲得。口話などを
学ぶ。
平成３０年３月２０日に施行された
越谷市手話言語条例の制定にあた
っては、越谷市聴覚障害者協会の
会長として意見交換会に加わり、
手話を使う方や手話に関わりのあ
る方の思いや考えを条例に反映さ
せるために手話に関する見解を示
した。
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　50音を指の形で表します。
　詳しくは右記の二次元コー
ドからご覧ください。

指文字
ゆびもじ

はなこ
さん

は な こ

空中に文字を書いて伝えます。

空文字
そらもじ あ

　紙やスマートフォンに文字を書
いて伝えます。

筆談
ひつだん

　相手の口の動きを見て言葉を読み取っ
たり、口の動きで相手に伝えます。

こ ん
ど

手や体の動きを使って伝えます。

身ぶり
み

口話
こうわ

そ
う
か
！

耳
が
聞
こ
え
な
い
ん
だ

ど
う
や
っ
て

説
明
し
よ
う
？

ど
う
か

し
ま
し
た
か
？

手
話
っ
て

か
っ
こ
い
い
な
！！

お
困
り
で
す
か
？

手
話
だ
け
じ
ゃ
な
く
て

他
に
も
方
法
が

あ
る
ん
だ
よ

手
話
の
こ
と
を

知
り
た
く
な
っ
た
ら
、

サ
ー
ク
ル
に

お
い
で

昭
和
４７
年
７
月
に
、
手
話
サ

ー
ク
ル
よ
つ
ば
会
の
前
身
で
、

市
単
独
の
手
話
サ
ー
ク
ル
と
し

て
は
県
内
初
の
「
越
谷
手
話
サ

ー
ク
ル
友
の
会
」
を
結
成
。
昭

和
５２
年
に
改
名
し
、「
越
谷
市

手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば
会
」
と

な
り
ま
し
た
。

よ
つ
ば
会
は
、「
社
会
の
す

べ
て
が
協
力
し
て
障
が
い
者
の

障
が
い
を
取
り
除
き
、
軽
減

し
、
で
き
る
限
り
一
般
の
人
々

と
同
様
の
生
活
条
件
や
環
境
を

保
障
し
、
障
が
い
者
自
身
の
向

上
へ
の
努
力
を
援
助
し
て
い

く
」
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
聴
覚
障
が
い
者
に

関
わ
る
団
体
の
事
業
や
、
会
議

で
の
手
話
通
訳
の
協
力
、「
ふ

れ
あ
い
の
日
」
や
「
市
民
ま
つ

り
」
で
の
聴
覚
障
害
者
協
会
の

出
店
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
小
・
中
学
校
の
福
祉

体
験
授
業
へ
協
力
す
る
な
ど
、

子
ど
も
へ
の
啓
発
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
創
立
４０

周
年
を
記
念
し
て
災
害
時
用
バ

ン
ダ
ナ
を
作
製
し
、
聴
覚
障
害

者
協
会
や
、
市
内
公
共
施
設
に

配
布
し
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
は
中
央
市
民
会

館
、
木
曜
日
は
こ
ば
と
館
で
手

話
の
学
習
や
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

昭
和
５５
年
１
月
に
越
谷
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
グ
ル
ー

プ
に
登
録
し
て
か
ら
今
年
で
４０

年
に
な
り
ま
す
。
聴
覚
障
が
い

者
の
生
活
権
を
守
り
、
お
互
い

の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
手
話
を
母
語
と
し
て

い
る
ろ
う
者
か
ら
手
話
を
教
わ

り
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
連
絡
会
の
行

事
、「
ふ
れ
あ
い
の
日
」や「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

こ
し
が
や
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

通
訳
、
手
話
講
習
会
で
の
協
力

の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
や
ジ
ュ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

で
手
話
の
福
祉
体
験
学
習
を
ろ

う
者
と
一
緒
に
実
施
す
る
な

ど
、
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い

ま
す
。

越
谷
市
手
話
言
語
条
例
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
よ

り
多
く
の
方
に
手
話
を
覚
え
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
令
和
元

年
（
２
０
１
９
年
）・
２
年

（
２
０
２
０
年
）
と
２
年
続
け

て
、
連
絡
会
の
会
員
を
対
象
と

し
た
手
話
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ろ
う

者
と
共
に
手
話
の
普
及
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
に
、
こ
ば
と
館

ま
た
は
中
央
市
民
会
館
で
勉
強

会
や
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
手
話
を
学
び
た
い
方
は
、

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

手話を学んでみたいあなたに
市内で活動する手手話話ササーーククルルを紹介

手
話
を
も
っ
と

学
ん
で
み
た
い

方
へ

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
こ
ば
と
館
」
で
は
、
手
話

を
学
ん
で
み
た
い
方
を
対
象

に
手
話
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
の
学
習
程
度

に
応
じ
て
「
手
話
奉
仕
員
養

成
講
習
会
（
入
門
編
・
基
礎

編
）」
と
「
手
話
通
訳
者
養

成
講
習
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）」
が
あ

り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
や

受
け
付
け
期
間
は
広
報
こ
し

が
や
お
知
ら
せ
版
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

Ⅱ
ま
で
修
了
し
た
方
は
、
登

録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
で
、
聴
覚
障

が
い
者
等
に
対
し
て
手
話
通

訳
者
を
派
遣
す
る
事
業
の
登

録
手
話
通
訳
者
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉
（
福
）越
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
手
話
通
訳

者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事
務

所
�
９
６
６
�
４
５
９
３

手話サークル
よつば会

代 表
いしかわ さき ほ

石川 咲穂さん
活動日
毎週水曜日、
午前１０時～正午
毎週木曜日、
午後７時～９時
連絡先 �９６６－３２１１

（ボランティアセンター内）

創立４０周年を記念して
作製した災害時用バンダナ

よつば会の例会（出前講座）の様子

手話
すみれグループ

代 表
村上 むつみさん
活動日
毎週木曜日、
午前１０時～正午
連絡先
�９６６－３２１１
（ボランティアセンター内）

昨年のジュニアボランティアスクールの様子

「I LOVE YOU」
の手話
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